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関関係を一見認めるも、安定的に導入され、DoxによりS1-1の発現誘導を行ったものでは、その結果に反しS1-1
蛋白質による細胞増殖の抑制作用やアポトーシス増強作用は認めなかった。２）また、抗がん剤の作用に対す
るS1-1の増強効果も認めなかった。３）S1-1蛋白質は細胞核内にRNA合成依存的な動的ドメイン構造を形成し、
選択的スプライシングの調節因子であるSC35のドメインと隣接して存在することが明らかになった。 
以上より、S1-1蛋白質は細胞増殖の抑制やアポトーシス促進を惹起しないことが明らかになった。しかしRBM5
に構造が極めて類似する上、SC35の近傍に存在すること、ヒトのスプライセオソームを構成する蛋白質である
との文献（プロテオミクス解析）から、新規スプライシング因子の可能性が示唆された。 
本論文は、新規腫瘍抑制遺伝子候補であるS1-1の機能および局在について検討したものであり、新たな腫瘍
抑制遺伝子としての可能性を見出し、選択的スプライシングの解析や、今後のoncologyの発展に寄与するもの
と考えられる。従って本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
